
ら分かる。

退職後ほどなく、中島は送別の宴も見送りも固持して、また愛嬢に伴われて函館をいず<へ

ともなく去ったという。そして1966年（昭和41）12月19日、神奈Ⅱ|県藤沢市で世を去った。享

年83．

今日、ドイツ語関係者の間でも中島清の名を知る人は殆どいない。その業績にも拘わらず彼

の名が伝わらなかったのは彼が大学出でなかったことが大きい。だがはっきりしているのは、

もし我が国の独逸文学研究史が編まれるとしたら中島清は決して無視できないということだ。

シラー作『悲劇 群盗』訳者 堀田正次

堀田正次は履歴書（文部科学省蔵）によると、1876年（明治９）

２月28日に生まれた。本籍は宮城県であるが、先祖は江戸旗本の

武士であったという。仙台市の高等小学校を卒業後、私立東華学

校を経て私立東北学院に入学した。堀田はこの東北学院において

英語のほかにドイツ語を初めて学んだ。当時の独語教師は|日東京
みき

外語出身の山口造酒であった。さて、そこを出ると堀田'よl899年

(明治32）９月、東京外国語学校独逸語科に入学した。当時の独
せき

語科の教授陣には山口'｣､太郎、水野繁太郎、尺秀三郎の各教授、

田代光雄助教授、外国人教師のエミール・マチーゼン、エミール・

ハリールがいた。これらの優秀な教師たちの薫陶により３年間の

…｡綴
ハリールがいた。これらの優秀な教師たちの薫陶により３年間の～へ′:嫡亨貯〆

在学中に堀田の独語力は大いに伸びた。明治32年12月15日発行『独逸語学雑誌」によると、同

年10月23日に高等商業学校の講堂で開催された「第２回ドイツ語談話会」（これは現在の日本

独文学会の濫鵤ともいうべきもの）において堀田は早くもチロルの自由闘士アンドレアス・ホー

ファーについての朗読を行っている。従って堀田は外語入学以前にかなりの語学力を既に身に

つけていたと推定される。そして明治36年７月、東京外語独語科を優秀な成績で卒業した。卒

業式では卒業生代表して謝辞を述べた。当時外語学校ではこれは通常専攻語で行われたのであ

るが、『東京外国語学校一覧』（自明治35年至同36年）にはその日本語訳が収められている。堀

田は謝辞の中でシラーの有名な長扁詩「鐘の歌」から次の一節を引用している。「男児出では、

戦闘の世に入らざるべからず、事を挙げ／力を尽し、播種し、営作し／機智を用ひ、勇気を鼓

し、敢て賭し／敢て試み、以て幸福を、獲ざるべからず｣。そして我々卒業生はまさに今この詩

の通りの立場にいるとして、次のように述べている。

諸先生ハ玄二生等ヲ其指南輔導ノ下ヨリ放チテ孤立独歩ノ便ナキ身トナラシム誠二将来幾

多困難ナル重任ハ生等ノ覚束ナキ独立ヲ危ウセントスルモノアラン然しトモ生等ハ尚安ンシ

テ人生ノ戦闘二従事シ得へシ何トナレバ、生等ガ今去ラントスル此学校ハ生等ヲ装う二比類

ナキ特殊ノ武器を以テシタレバナリ夫レ言語ハ人類ヲ禽獣ヨリ分ツ所以ノモノニシテ此物ヤ
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人類ノ有ラユル進歩ノ跡ヲ留〆文化唯一ノ保障ニシテ…（下略）

男子が世の中へ出て行く時の覚悟と心構えを躯ったシラーの詩を引用した後で、我々卒業生

の前途には幾多の困難が待ち受けているであろうが、この学校で「比類ナキ特殊ノ武器」つま

り外国語を身につけて貰ったので、安心して人生の闘いに従事できるというのである。堀田の

この謝辞は、外国語学校の卒業式には誠に相応しいものだった。

さて、堀田は東京外語卒業後、明治35年９月４日付で鹿児島の第七高等学校造士館助教授に

任命された。七高は前年に開校したばかりで、名校長として知られた岩崎行親校長の時代であ

る。当時は高等学校の数は少なく、教員の選考は厳しかった。東京帝大卒の文学士でも最初の

１年ぐらいは嘱託講師というのが普通であった。堀田が外語卒業後助教授とはいえ直ちに七高

に採用されたことは、外語での成績力噸秀であったからに他ならない。確かに、同時期に片山

正雄（孤村）が東大独文科卒業後、直ちに七高に教授として赴任しているが、彼は卒業に際し

恩賜の銀時計を授与されるほどの秀才で、登張竹風の言葉を借りれば「その頭脳の明断なる、

独逸文学科出身者多しといへども、恐らく何人も孤村の右に出で得る人は無いであらう」（｢孤

村と私｣、「片山正雄遺文」所収）と評せられた人だ。加えて文学士であった。こうしたことが

同じ採用時に教授、助教授の違いとなったのであろう。堀田が教授に昇任したのは５年後の明

治40年６月であった。堀田の七高における在職期間は1925年〈大正14）に私立甲南高校に転任

するまでの23年に及ぶ。この間の独語の同僚には、４年居て仙台の二高へ転任した片山正雄の

外に、小池堅拾（秋草)、三浦吉兵衛、武内大造、上村清廷、西澤富則、中島一郎、黒板禎次、

石倉小三郎、天野貞祐、吹田順助、山田幸三郎、春日主税ら鋒々たるゲルマニストが揃ってい

た。外国人教師にはベルリン東洋語学校出身のアウグストグラマツキー、駒場農学校、農科

大学で獣医学を担当し、鹿鳴館でも活躍した、そして後に岩崎校長に招かれ七高教師となり、

鹿児島で亡くなったルートヴイヒ‘ヤンソン、高等学校での最初の女性教師ゾフイー・ピュッ

トナー、それに有数の日本学者で帰国後ボン大学教授となったクレスラーがいた。これらの人々

の中で堀田の生き方に最も共感したのは天野貞祐で、堀田が亡くなった時に、「この人を見よ」

と題する追悼文を新聞に寄稿した。これは単行本「忘れえぬ人々」（昭和28年）に収録された。

天野によると、七高時代の堀田は校務に精励し、ドイツ語の授業を通して熱心に生徒を指導し

ていたようだ。教え子達の証言もそれを伝えている。

そして想像するに、余暇には敬愛するシラーの作品を読み、翻訳を進めていたのではあるま

いか。
ロイパー

果たして堀田は、シラーの|｢群盗」を「悲劇群盗」と題して全訳し、大正13年1G月、古今書

院より刊行した。四六判。「序言」８頁。本文245頁、「註釈」２２頁。定価１円80銭。シラーの

出世作と知られる「群盗」の本邦初訳である。シラーは明治時代に盛んに持てはやきれたが、

作品の翻訳は|｢ヴィルヘルム･テル」の部分訳など一部に限られていた。本格化するのは大正

期になってからである。

戯曲で堀田の「群盗」以前に日本語に訳されたのは「ヴイルヘルム。テル」「オレルアンの少

女」「ヴァレンシュタイン』である。シラーは堀田力場も敬愛した劇作家、詩人であるので、ま

だ訳きれていない『群盗ｊを取り上げたのだろうが、正確な翻訳の意図は分からない。翻訳の
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苦心談なども残していない。「序言」は「此戯曲は劇の形をとった物語に過ぎない物と見て貰

いたび」で始まる、この作品についての解説である。「註釈」に収められた「群盗の出来た時代

其他」を読んでも、作品の成立の経緯、時代背景、反響等については書かれているが、訳者の

意図や感想については全く触れられていない。ただ評価については、『群盗」は疾風怒涛時代の

産物で「此時代の巻き起したひとつの浪である。併し此一時代の渡ではなくて独逸の文学の流

に－紀元を開き、三世紀に亘って今に尚其膨群の響の少しも衰へない不滅の狼である」と述べ

ている。訳文は平易でよくこなれたいい訳だが、原作の持つ荒々しきやスピード感という点で

は、この後に出た秦豊吉訳や久保栄訳の方がすぐれてい患と思われる。堀田訳は軽快というよ

り原文への忠実さに溢れている。ただ主人公Karlの発音を「カル」と短く表記しているのは

少し気になる。これは堀田の習慣篭ったようで、「群盗」を出す２年前、大正11年に彼は丸善

の「学燈」誌上に、オーストリアの劇作家カール・シェーンヘルの三幕物の農民劇「大地」

(DieErde）の翻訳を連載しているが、ここでも「カル、シェーンヘル」と表記している。ち

なみに、この郷土文学的特色を持つ「大地』は1908年度のシラー賞を受けた作品である。それ

はともかく、東京外語時代から親しみ、また生涯を通じて最も敬愛したシラーの戯曲を翻訳出

版できたことは堀田にとって大きな喜びであったに違いない。

だが、堀田は『群盗』を出した翌年、1925年（大正14）４月、長年勤めた七高を去り、神戸

の私立甲南高等学校教授に就任した。２年前に創設されたばかりの甲南高校の当時の丸山環校

長は、同校ドイツ語科教授陣の充実のために優秀な教授を全国から求め、東京外語出身の堀田

を抜擢した。これを「北辰斜めにさすところ－第七高等学校造士館五十年史」は「のちに甲

南高校に礼をもって迎えられた」とだけ記しているが、堀田が学力と人物において如何に優れ

ていたかを示していよう。甲南高校時代の堀田は誠実無比といわれる態度で池山栄吉、ヨハネ

ス・ユーバーシヤールらと共にドイツ語教育のために尽力した。ここでは七高時代には一度も

ならなかったドイツ語科主任も務め、昭和４年から同11年３月に依願退職するまでその地位に

あった。その後は嘱託講師として引き続きドイツ語を担当した。この時期彼は数種の独語教科

書を編纂しているほか「シルレル詩抄』「近代独逸詩歌抄」などの著書もある。「シルレル詩抄」

は「大学書林文庫」（Ｎｒ、313）の１冊として、昭和14年９月発行。小本、５７頁。シラーの詩１５

扁の対訳書で、脚注が付いている。注は小本の割には作品によってはかなり詳しく、長年シラー

に親しんだ様子が窺われ愚。「はしがき」によると、名扁「鐘の歌」と長詩「芸術家」も収める

つもりだったが、出版社の都合でやむなく省いたのだという。そしてシラーのことを「品性高

潔、至高に達せんの野心に燃えて、弱き体質、生活の窮乏にも拘らず、人生と芸術の理想を目

懸け、歴史、哲学を詩に移さんと刻苦した、情熱、熱意の詩人、同情すべ〈、敬仰すべき文豪、

特に劇作家である｡」と書いている。自らの訳詩については、原文対照であ愚以上、原文に忠

実、直訳的であるべきだろうが、それでは訳者の感激、感興を殺ぐことになって面白くないの

で、つい原文を離れ自由な訳になった。それだけに苦労もあったわけで、その点を買ってもら

えるだろう、と述べている。堀田は1943年（昭和18）６月24日、６８歳で他界したが、遺稿となっ

たのがやはりシラーの「鐘の歌」である。甲南高校の校友会雑誌『甲南」第３号（昭和18年１２

月）に掲載されたもので、対訳になっている。氷上英広が解説を書いている。いわく「いま蕊

に先生の彫心鎮骨的三味境から湧出した名訳に原詩を配し、ドイツ民族の誇りとする国民詩人
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の樵作を味読す患とともに、ありし日の堀田先生の清高至醇なおもかげを偲ぶよすがとしたい｣。

堀田は東京外語の卒業式の謝辞の中でも「鐘の歌」の一節を引用したが、余程この詩が気に入っ

ていたらしい。元来この詩は明治20年前後にアドルフ・グロートやエミール・ハウスクネビト

などの独人教師が独語の教材に用いて以来、明治の青年達に感銘を与えたものだった。だが、

堀田が訳した昭和期には以前ほどの感激は見られず、むしろドイツ文学の古典の紹介という点

にその意義が認められる｡最後に『七高思出集」（前。後篇）から同僚や教え子の証言を引用

しよう。

小池秋草「独逸語の堀田正次さんは其頃外語出というので謙遜して居られ、又オプト文典一

点張という観があった｡」小池は東大独文科卒の文学士。堀田より１年遅れて明治36年に七高

に赴任した。オットー文典は英文で書かれたドイツ会話文法教科書で明治中・後期に広く用い

られた。

鵜飼敏文（明４４.独法）「堀田先生は胸の病気をしておられ－生独身で通されたそうである

が、生徒に対する教授方法が親切で真面目で謹厳なる先生であった。独逸語の時間が終わって

から質問の為、先生”面前に立つと先生は自分の病気を気にしておられるせいか、生徒が近よ

ると必ず三尺位あとさがりして一定の距離を保って生徒に親切に答えて下さったように記憶し

ている。実にゆかしい先生であられた｡」

上村行徳（大１５.文乙）「堀田先生はどういう事情か独身生活をされ、上荒田町方面に住ん

でおられた。先生の気品のある顔には何となく孤独の寂しい影が宿されていたような気がす為。

(中略）堀田先生はあの頃シラーの「群盗』を翻訳された。後年私自身シラーの研究に着手す

るようになったのも先生の影響が私の心の中に潜在意識として残っていたからであろう。私は

寂しく独居しておられた先生の私宅へギターを持って行って演奏して、先生をお慰め申し上げ

たこともあった。夏には天保山の海水浴場で先生に時々お会いした。七高を去れてから後に逝

去された先生のあの一抹の寂しさの影を宿した温顔を今は仰ぐよすがもないことは真に残念に

堪えない｡」

片山孤村醗祷闇伯林」

七高造士館教授を振り出しに、=高、三高を経て、最後は九州帝大初代独文科教授を務め、

また特に独語辞典の編纂で知られた片山孤村（正雄）の留学成果に瀧瀞閻伯林」（博文館、大

正２年）という本がある。菊判、本文202頁。その特色は、多くの口絵写真と、地図を挿入し
クルトゥーハピルト

ながら、「文明の画図」としてのベルリンの実体を客観的Iﾆ描き出すことによって、一種の都市

論を展開した点にある。明治時代にベルリンほど多くの日本人が留学した都市は他にないが、

まだベルリンの都市の実体を把握した日本人は少なかった。なるほど森鴎外は小説『舞姫ｊ

(明治23年）においてベルリンを舞台にし、その都市の表と裏をも描き、また巌谷小波も「洋行

土産｣|〔同36年）でベルリンにおける日独の交流や名所について興味深く綴ったが、都市論と

言えるものではなかった｡その後数年を経て郷土芸術論への言及を行い、またベルリンの徹底
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